
鳥羽商船高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 商船学演習
科目基礎情報
科目番号 0024 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 商船学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 訓練手引書
担当教員 片岡 高志,小島 智恵,齊心 俊憲,瀬田 広明,渡辺 幸夫,北村 健一,冨山 貴史
到達目標
１．船舶職員として、消火救命設備の説明ができ、発生時に適切な措置方法が判別できること
２．船舶職員として必要な労働衛生法規について学び、関係する法規及びその内容について概要を説明することができること
３．航海や機関に関することを学び、船舶の運航に必要な対処及び判別をすることができること
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 非常事態が発生した場合、適切な
措置方法が説明できる 消火・救命設備の説明ができる 消火・救命設備の説明ができない

評価項目2
船舶職員として必要な労働衛生法
規について十分に説明することが
できる

船舶職員として必要な労働衛生法
規について説明することができる

船舶職員として必要な労働衛生法
規について説明することができな
い

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育目標 （A1）
教育方法等
概要 船舶に乗り組む職員として、消火救命設備等について学ぶ。また、労働衛生法規について概要を学ぶ。

授業の進め方・方法 初めて聞く言葉が多くあるが、よく復習を行うこと。
授業後半は、意見や考え、感想をまとめてレポート提出することがある。

注意点 専門用語が多くなるので、必ず復習を行うこと。
レポートの出題があれば、必ず提出すること。演習時は意欲的な態度で取り組むこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 海上における遭難信号への対応、視覚信号による情報
の送信と受信、生存技術の原則

国際航空海上捜索救助マニュアル、国際信号書を使用
することができること。また操練の重要性を説明でき
ること

2週 救命設備及び艤装品並びにそれらの取り扱い 船舶に積載されている救命設備の種類を説明できるこ
と

3週 救出について
救命いかだの集結並びに海上の存在者の救助のための
救助艇及び救助艇の使用や食料及び水の分配を説明で
きること

4週 生存のための医療知識について
応急医療、体温低下の影響及び防止方法、防護のため
の衣服（イマーション・スーツ）の役割を説明できる
こと

5週 火災の性質、消火剤、消火設備について
火災の性質を推測できること
消火剤について説明できること
消火設備について、概要及び使用方法が説明できるこ
と

6週 火災探知装置及び火災警報装置、防護用具、測定器等
について

火災探知装置の概要、火災警報装置の概要が説明でき
ること

7週 防火組織及び操練、消火作業について 船内の防火組織、操練を説明できること
船内消火作業の注意事項を推測できること

8週 船体放棄の操練の計画について 衝突、火災、沈没等発生する可能性のある非常事態を
推測できること

4thQ

9週 労働衛生法規（１） 船員の労働衛生に関する法規について概要を説明する
ことができること

10週 労働衛生法規（２） 船員に必要な船員法関係法規及び検疫関係法規ついて
概要を説明することができること

11週 機関に関すること（１） 船舶に使用している燃料油について説明できること

12週 機関に関すること（２） 海上における流出油について、対処法を推測できるこ
と

13週 航海に関すること（１） 航海計画の方法について説明できる。
14週 航海に関すること（２） 船位の求め方について説明できる。
15週 期末試験の解説 期末試験の解説
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力
数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算や、式の展開ができる。 3 後13
分数式の加減乗除の計算ができる。 3 後13
ベクトルの定義を理解し、ベクトルの基本的な計算(和・差・定
数倍)ができ、大きさを求めることができる。 3 後13

人文・社会
科学 国語 国語 論理的な文章(論説や評論)の構成や展開を的確にとらえ、要約で

きる。 3 後1,後9,後
10



工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 2 後1

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

2

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 2 後1
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 2
全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

2

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

2

専門的能力

分野別の専
門工学

商船系分野
(航海) 地文航法

海図に記載されている海図図式や航路標識を説明できる。 2 後13,後14
航路標識の種類と名称、意味を説明できる。 2 後13,後14
船位測定に用いる方法の種類とその特徴を説明できる。 2 後13,後14
交差方位法・レーダ等により船位を求めることができる。 2 後13,後14

商船系分野
(機関)

船舶基礎工
学

災害の原因構造および災害生成の過程について説明できる。 2 後5,後6,後
7

海難の種類について認識し、その原因と対策について説明できる
。 2 後5,後6,後

7
船内の安全基準および船員の労働安全衛生について認識し、実際
に適用することができる。 2 後5,後6,後

7

分野別の工
学実験・実
習能力

商船系分野
(航海)【実
験・実習能
力】

実験実習

火災の種類とその性質について説明できる。 2 後5,後6,後
7

各種消火器及び消火ホースを使用して、初期消火をすることがで
きる。 2 後5,後6,後

7

持運び式消火器に消火剤を充填することができる。 2 後5,後6,後
7

船舶遭難時の生存維持の条件について説明できる。 2 後1,後3,後
4

船舶に備え付けられている救命設備の使用方法について説明でき
る。 2 後1,後2,後

3,後4

非常事態を想定した船外への離脱を実践することができる。 2 後1,後2,後
3,後4

心肺停止者の発見からAEDを使用した心肺の蘇生を実施すること
ができる。 2 後1,後3,後

4

商船系分野
(機関)【実
験・実習能
力】

実験実習

火災の種類とその性質について説明できる。 2 後5,後6,後
7

各種消火器及び消火ホースを使用して、初期消火をすることがで
きる。 2 後5,後6,後

7

持運び式消火器に消火剤を充填することができる。 2 後5,後6,後
7

船舶遭難時の生存維持の条件について説明できる。 2 後8
船舶に備え付けられている救命設備の使用方法について説明でき
る。 2 後8

非常事態を想定した船外への離脱を実践することができる。 2 後8
心肺停止者の発見からAEDを使用した心肺の蘇生を実施すること
ができる。 2 後8

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 10 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 10 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


